
６ 本時の学習指導（７／７時） 
（１）目標  

寝室の危険を発見し、地震に備える方法が分かる。〈関心・意欲・態度〉〈知識・理解〉 
安全な住まい方を考え、自分の生活と結び付けて工夫している。〈工夫・創造〉 

（２）展開 

生徒の活動 時間 教師の働きかけ 評価 小中高の系統 
○前時の復習をする。 
○前時に描いた寝室

の間取り図を見る。 
 
 
○本時の学習課題を

知る。 
           

○大きな地震がきた

ときに危険な箇所

を青で囲み、発表す

る。 
○VTR１を視聴する。 
 ・危険な箇所を書き

加える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の部屋の安全

対策を考える。 
 
 
 
 
○VTR２を視聴する。 

○身近な家具の固定

器具も使い方によ

っては効果がない

６分

 
 
 
 
 
 
 
５分

 

 
 
７分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分

 
 
 
 
 
７分

３分

 
７分

○家庭内事故の種類と原因、

安全対策について思い出

させる。 
○寝室の間取りの確認をす

る。 
 
 
 
○自分が毎日寝ている部屋

の危険を見付け、個々の課

題を発見する。 
 
○何がどうなって危ないの

か、危険の大きさを印象付

ける。 
・ドアが開かなくなる。 
・大きな家具が倒れる。 
・ピアノが倒れる。 
・家具の配置によって危険度

が違うことを知らせる。 
・危険の度合いを知らせるこ

とで危険回避への意識を

高めさせる。 
○周囲と話し合って、 他の

方法についても情報を集

める。 
・転倒防止器具 
・L 字金具 
・突っ張り棒等、実物掲示 
 
○家具の固定器具の正しい

使い方を提示する。 
○４．５人の小グループで、

 
 
 
 
 
 
 
 
※関：寝室の危険

箇所を意欲的に

発見しようとし

ている。 
（ワークシート、

観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※知：地震に対す

小学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中学校 
 
 
 
 
 
高等学校 

家庭総合(4)ウ 

住生活の科学と

文化 

住居の機能、住空

間の計画、住環境

の整備などにつ

いて科学的に理

解させるととも

に、住生活の文化

に関心をもたせ

必要な技術を習

得して充実した

住生活を営むこ

とができる。 

(6)住まい方に

関心をもって、

身の回りを快

適に整えるこ

とができるよ

うにする。 
ｱ 整理・整頓

や清掃や工夫

ができる。 

(4)ｲ 安全で快

適な室内の整え

方を知り、より

よい住まい方の

工夫ができる。

学習課題   地震時の安全対策を考えよう。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことを知り正しい

使い方、中学生でも

できる防災対策を

提案する。 
・危険箇所に、吹き出

しで防災対策を書

き込む。 
・私の防災対策を発表

する。 
 
 
 
 
○自己評価を記入す

る。 

 
 
 
 
 
 
 

８分

 
 
 
 
 
２分

それぞれの安全対策を発

表し合い、改善策をまとめ

赤で書き入れる。 
 
○各ｸﾞﾙｰﾌﾟから１名代表者

を決め、話し合いの内容を

発表させる。 
○デジカメをモニターにつ

なげ一緒に視ることで、個々

の工夫を共有させる。 
○日頃からの備えによって

避けられる危険もたくさ

んあることを理解させる。

る安全対策の方

法を理解してい

る。 
（ワークシート、

発表） 
 
 
※工：安全な住ま

い方を考え、自

分の生活と結び

付けて考えるこ

とができる。 
（ワークシート 
発表） 


